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原 著

豊栄病院での介助が必要な入院患者の口腔ケアの現状
～看護師へのアンケート調査結果から～

豊栄病院、歯科；歯科衛生士１）、歯科医師２）

た か は し み さ こ い ま む ら ま き お やま ざき え み

高橋美砂子１）、今村麻枝男２）、山� 恵美１）

目的：豊栄病院での介助が必要な入院患者の口腔ケア
の現状を調査し、今後について検討を行う。

方法：豊栄病院の病棟で勤務する看護師８２名（平均年
齢３７歳、平均経験年数１２年）に介助が必要な入
院患者の口腔ケアの現状について無記名による
選択式及び記述式アンケート調査を行った。

成績：口腔ケアの必要性は全ての看護師が認識してい
るが、実施回数や時間の理想とは一致せず、９５％
の看護師は日々の口腔ケアは十分に出来ていな
いと感じていた。口腔ケア用具については、有
歯顎の患者には８２％の看護師が歯ブラシを使用
しており、無歯顎の患者には９４％の看護師が
ガーゼやスポンジブラシを使用、粘膜用ブラシ
の使用はわずか６％であった。また口腔ケアで
困っていることがあるという看護師が６９％、歯
科への協力をもとめている看護師が５９％と半数
を上回った。

結論：今回のアンケート調査により、病棟で介助が必
要な患者に口腔ケアを行っている看護師の口腔
ケアに対する内容、意識、現状での問題点を把
握することができた。病棟看護師は口腔ケアに
対する意識は高く、その必要性を感じている一
方で、口腔ケアの実施回数や時間が限られてい
るため、効率的な口腔ケアが求められているこ
とがわかった。今後、病棟と歯科が連携して、
口腔ケアが困難な患者や全身状態が悪い患者の
より有効な口腔ケア方法の提案、情報を発信し
ていく必要がある。

キーワード：看護師へのアンケート調査、介助が必要
な入院患者の口腔ケア、口腔ケアの現状把握

緒 言

超高齢化社会となり、口腔ケアの介助が必要な入院
患者も増加してきた。口腔ケアは口腔疾患の予防のみ
ではなく、誤嚥性肺炎の予防としても有効であり、糖
尿病や心疾患など口腔内細菌により重篤化する疾病が
ある事も周知されてきた。また、周術期の口腔ケアを
行うことで、術後の発熱などの合併症の予防につなが
ることから、口腔ケアは入院患者においても不可欠と
なっている。現在、豊栄病院では入院患者の口腔ケア
を病棟看護師が行っており、歯科外来で歯科治療の一
環として口腔ケアを行う以外は、病棟での口腔ケアに

関しては、歯科医師、歯科衛生士はほとんど関与して
いない。

そこで、当院の病棟看護師を対象に、入院患者に対
する口腔ケアの取り組みに関するアンケートを行い、
口腔ケアの内容、意識、現状での問題点を調査し、歯
科がどのように入院患者の口腔ケアに連携していくべ
きかを検討した。

アンケート調査の対象と方法

・調査期間：平成２９年６月１日～６月１５日
・対 象：病棟看護師８２名：介助が必要な入院患者

の口腔ケアについて。
・調査方法：無記名による選択式及び記述式のアン

ケート調査。
・調査項目：口腔ケアの回数や時間・方法、実際の口

腔ケアでの問題点、歯科への要望など１２
項目とした（表１）。

結 果

アンケート結果に関しては以下のごとくである（図
１～１１）。
質問１ 「介助が必要な入院患者への口腔ケアは必要

だと思いますか」に対して
（少し必要）０％、（必要）２７％、（とても必
要）７３％

質問２ 「口腔ケアが必要だと思う理想の回数は、１
日何回位だと思いますか」に対して（複数回
答あり）
（０回）０名、（１回）６名、（２回）１５名、
（３回）５６名、（４回以上）７名

質問３ 「実際の１日の口腔ケアの実施状況を教えて
ください」に対して
（全く行っていない）０％、（時々行ってい
る）２９％、（ほぼ行っている）７１％

質問４ 「１日に行う口腔ケアの回数を教えてくださ
い」に対して（無記入あり）
（０回）０名、（１回）３８名、（２回）１６名、
（３回）２１名、（４回以上）４名

質問５ 「１回にかかる口腔ケア時間は義歯の洗浄を
含めてどの位ですか」に対して
（５分未満）６６％、（５～１０分）３１％、（１０分
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以上）３％
質問６ 「口腔ケアが十分にできていると思います

か」に対して
（できている）５％、（できていない）９５％

質問７ 「歯がある方の口腔ケアの方法を教えてくだ
さい」に対して
（主にガーゼで清拭）６％、（主にスポンジ
で清拭）１２％、（歯ブラシのみ）１３％、（歯ブ
ラシ＋その他）１９％、（歯ブラシ＋清拭）５０％

質問８ 「歯がない方のお口のお手入れ方法を教えて
ください」に対して
（主にガーゼで清拭）３２％、（主にスポンジ
で清拭）６２％、（粘膜用ブラシ）６％、（その
他）０％

質問９ 「口腔ケアの時に薬液や洗口剤を使用します
か」に対して
（全く使用していない）２８％、（時々使用す
る）６６％、（ほぼ必ず使用する）６％

質問１０ 「口腔ケアのどんなことに関心があります
か」に対して
（口腔ケア用具の選び方）３１％、（口腔ケア
介助の方法）６５％、（その他）４％ （その
他）の内容は、口腔内が出血傾向にある患者
や、口腔乾燥のある患者のケアの方法につい
て知りたいという記述であった。

質問１１ 「口腔ケアについて困っていることはありま
すか」に対して
（ある）６９％、（ない）３１％ 内容は、開口
困難や拒否が強い、口腔乾燥が強い、誤嚥の
可能性や出血傾向が強い、口腔内汚染が深刻
などであった。

質問１２ 「歯科に協力を求めたいことがありますか」
に対して
（ある）５９％、（ない）４１％ 内容は、開口
困難な患者や、拒否が強く口腔ケアが困難、
又は出血傾向がある患者のケアの方法や介
入。口腔内汚染が深刻な患者のケア方法と介
入。口腔ケア用具のアドバイス、提供。口腔
ケアの研修などであった。

考 察

口腔ケアは口腔内の清掃や口腔疾患の予防のみでな
く、口腔機能の改善により誤嚥性肺炎のリスクを減ら
し、糖尿病や心疾患といった疾病の重篤化を予防する
など、全身的管理の面からも重要とされている。また、
周術期の口腔ケアにより術後の発熱などの合併症が予
防され、抗がん剤などの化学療法による口内炎の重症
化も減少されることが認識されてきた。超高齢化社会
により、口腔ケアの介助が必要な入院患者も増加し、
口腔ケアの需要はいっそう高まっている。

今回のアンケート調査では、病棟看護師全員が口腔
ケアの重要性を示しながらも、一日に行っている口腔
ケアの実施回数を不十分と思い、十分な口腔ケアが出
来ていないと感じている病棟看護師が多くいた。アン
ケートに書かれたコメントから、食事の有無や全身状
態により口腔ケアの回数に影響が見られたり、多忙な
日常の業務の中で口腔ケアの時間が限られていること
などが理由として推察できた。伊多波らの調査（１）で

も看護師が口腔ケアにかけられる時間が限られ、十分
な口腔ケアができないという結果が報告されている。

口腔ケア用具に関しては、有歯顎の患者には、８２％
の看護師が歯ブラシを使用しており、無歯顎の患者に
は、９４％の看護師がガーゼやスポンジを使用し、粘膜
用ブラシの使用は６％に過ぎないという結果であっ
た。ガーゼやスポンジは無歯顎者には有効な用具であ
るが、粘膜用歯ブラシの使用は、口腔マッサージ効果
や、機能改善を図ることが出来るという利点（２）もあ
ることから、患者に適した口腔ケア用具を選択するこ
とが必要である。薬液や洗口剤の使用は、「ほぼ必ず
使用」「時々使用」を合わせると７２％という結果であっ
た。洗口剤と歯ブラシの併用は口腔内の爽快感のみで
なく、プラークの沈着予防や歯肉炎予防にもつなが
り、口腔内の保湿も期待でき、効果的である。しかし
ながら、誤嚥のリスクのある患者など、症例に応じて
使用方法を考慮する必要がある。

口腔ケアに関しては、６９％の病棟看護師が困ってい
ることがあり、歯科に協力を求めたいと思っている病
棟看護師も半数以上いることがわかった。その内容
は、「開口困難や拒否が強い」、「口腔乾燥が強い」、「誤
嚥の可能性がある」、「出血傾向が強い患者などに対す
る口腔ケア」であった。横塚らの調査（３）においても、
看護師が困っている事柄に、「開口困難である」、「口
腔乾燥が強い」、「出血しやすい」があげられていた。
また、歯科に協力を求めたいことは、上記と同じく、
開口困難や拒否が強い患者や出血傾向が強い患者に対
する口腔ケアの具体的なアドバイスや介入などであっ
た。当院では、歯科外来で入院患者の歯科治療の一環
として口腔ケアを行っているが、病棟での入院患者の
口腔ケアは病棟看護師が行っており、歯科はほとんど
関与していない。以上から、入院患者に対する口腔ケ
アの実施にあたり、歯科として積極的に協力していく
ことが必要であると考えられた。

今後の課題として、口腔ケアに関する情報の提供
や、病棟と歯科の連携による口腔ケア研修の実施な
ど、知識の共有を図り、歯科が病棟に連携できる環境
やシステムの構築を行っていきたい。

結 語

今回のアンケート調査により、病棟看護師が行って
いる口腔ケアの内容や実施状況、口腔ケアに関する意
識、問題点を把握することができた。拒否や開口障害
など口腔ケアが困難な患者、身体的レベルが低下して
いる患者に対する口腔ケアが不十分であり、適切な口
腔ケアの実施が入院患者の症状の重篤化の防止や合併
症予防につながることから、口腔ケアが専門の歯科と
病棟の連携が必須である。具体的な連携方法は今後の
課題であるが、有効な方法を提案、情報発信ができる
環境の構築が必要である。
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Original article

Oral conditions of our inpatients required nursing assis-
tance based on the questionary survey to our nurses

Toyosaka Hospital, dentistry ; dental hygienist１）, dentist２）

Misako Takahashi１）, Makio Imamura２）, Emi Yamazaki１）

Objective : We investigated the present conditions of the
mouth care of inpatients needing assistance in
Toyosaka Hospital to improve their oral hygiene.

Materials and methods : We performed the selective and
description-type anonymous questionary survey to
our ８２ nurses, ３７ years of average age and １２

years of average nursing experience, about oral
conditions of our inpatients required nursing assis-
tance.

Results : All nurses recognized the need of the mouth
care, but９５％ of nurses felt that the care was in-
adequate. About the mouth care tool, ８２％ of
nurses used a toothbrush for the patients of the
dentulous chin, and９４％ of nurses used gauze and
a sponge brush to the patients with edentulous jaw.
A brush for mucosa was used in only ６％. Also,
６９％ of nurses felt troublesome and required a co-
operation with dentistry in５９％.

Conclusions : Many nurses required the dentistry assis-
tance to improve inpatient oral hygiene on the re-
sult of this questionary survey. Dentistry should
cooperates with the ward nurses to establish the
more favorable oral care.

Key words : questionary survey to nurses, mouth care of
inpatients needing assistance, recognition of the
current conditions in mouth care
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表１．アンケート用紙の質問事項
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図１ 介助が必要な入院患者への口腔ケアは必要だと
思うか。

図２ 理想の１日の口腔ケア回数
現実に行っている１日の口腔ケア回数

図３ １日の口腔ケア実施状況 図４ １回あたりの口腔ケアの時間

図５ 口腔ケアは十分にできていると思うか。 図６ 歯がある患者の口腔ケアの方法
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図７ 歯がない患者の口腔のケア方法 図８ 口腔ケア時に薬液、洗口剤を使用するか。

図９ 口腔ケアのどんなことに関心があるか。 図１０ 口腔ケアで困っていることはあるか。

図１１ 歯科に協力を求めたいことがあるか。

（２０１７／１１／２９受付）
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